
「航空医学分野の規制等に関する検討会」の設置

・令和６年３月２８日 検討会を立ち上げ、議論開始

・令和６年 夏頃以降を目途に中間とりまとめ（予定）

スケジュール

委員等
・ 宇都宮 一典 東京慈恵会医科大学 名誉教授

・ 志賀 剛 東京慈恵会医科大学 臨床薬理学講座 教授

・ 髙添 一典 （一財）航空医学研究センター 検査・証明部長

・（公社）日本航空機操縦士協会

・（一社）全日本航空事業連合会、・定期航空協会 等

○ 平成26年に開催した「交通政策審議会（略）乗員政策等検討合
同小委員会」の取りまとめに基づき、健康管理向上等による現役
操縦士の活用のための対策を実施。

○ コロナ禍後のインバウンド需要の回復など、今後も航空需要の増
加が見込まれるところ、操縦士の大量退職時代を見据え、操縦士
の健康の維持・向上はさらに重要な課題。

「操縦士等の人材確保・活用に関する検討会」での議論も踏まえな
がら、航空医学分野の規制等に関する議論を行うべく、検討会を立
ち上げ。

国際標準を踏まえ、航空会社の６０歳以上の操縦士に対する付
加検査の見直し

パイロット・ピアサポート・プログラムの普及促進を含む、日常的
な健康管理の充実 等

背景

議論事項
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